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第１章 

計画の策定にあたって 
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（１） 計画の趣旨と背景                                   

現在、わが国の社会的な課題である「少子化」、「子育て家庭の孤立化」、「待機児童」等に対応するため、

国や地域をあげて子どもや子育て家庭を支援する新しい環境を整えることが求められており、平成 24 年

8 月に成立した子ども・子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援制度」が、平成 27 年 4 月から施

行されました。子ども・子育て支援法第 61 条において、市町村は、国が示す基本指針に即して、5 年を

1 期とする市町村子ども・子育て支援事業計画を定めるものとされています。 

また、平成 28 年の児童福祉法の改正では、昭和 22 年の制定以来の抜本的な改定となり、子どもが権

利の主体であることが明確化されました。県ではこの改定を受け、令和 2 年に「大分県社会的養育推進

計画」を示し、「おおいた子ども・子育て応援プラン」の部門計画に位置付けました。 

本市では、これまで「第 1 期なかつ子ども・子育て支援事業計画」（平成 27 年度～平成 31 年度）に

基づき、子ども・子育て支援施策を推進してきましたが、子どもと子育て家庭を取り巻く環境の変化を踏

まえ、新たに「第２期なかつ子ども・子育て支援事業計画」を策定し、チャイルド・ファーストの視点を

第１に、子どもを産み育てやすい「みんなが子育てしたくなるまちづくり」を推進します。 

 

（２） 計画の位置付け                                     

本市では、本計画を次世代育成支援対策推進法に基づく「市町村行動計画」、子ども・子育て支援法に

基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」として位置付けます。よって、本計画は「中津市次世代育

成支援行動計画（前期：平成 17 年度～平成 21 年度／後期：平成 22 年度～平成 26 年度）」及び「第

１期なかつ子ども・子育て支援事業計画」の後継計画として策定するものです。 

なお、本計画の目的を達成するためには、子ども・子育て支援のほか、教育・雇用・労働（ワーク・ラ

イフ・バランスなど）・保健・医療・障害福祉等分野を超えた取り組みが必要不可欠です。そのため、本

計画の上位計画である本市の総合計画「なかつ安心・元気・未来プラン 2017」をはじめ、「中津市教育

振興基本計画」、「中津市障がい者基本計画・中津市障がい福祉計画兼障がい児福祉計画」、「ともに生き活

きプランなかつ」、「中津市地域福祉計画・地域福祉活動計画」、「中津市食育推進計画」、「中津市子ども読

書活動推進実施計画」、「中津市スポーツ推進基本計画」等の各分野の計画に基づく施策と連携し、更に高

齢者福祉分野における地域包括ケアシステムを含む新しい地域包括支援体制（全世代・全対象型地域包括

支援体制）の構築を視野に入れ、各種施策の展開を図ります。 

 

（３） 計画期間                                        

本計画の期間は、令和 2 年度から令和 6 年度までの 5 年間とします。 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度以降 

 

計画策定 

     

次期計画策定 

 

次期計画 

 

（４） 計画の対象                                       

本計画は、市内すべての子どもとその家族、地域・市民、事業主等を対象とします。本計画の内容は、

本市が、幼児教育・保育施設や地域子育て支援拠点等の民間事業所、子育て支援関連団体、また、地域や

企業等と密接に連携・協働して取り組んでいくものです。 

また、本計画における「子ども」とは、概ね 18 歳未満の児童とします。 
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第２章 

中津市の子どもと家庭を 

取り巻く環境 
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（１） 総人口と人口構造                                   

本市の平成 31 年 4 月 1 日時点における総人口は、83,969 人（男性 40,472 人、女性 43,497 人）

です。男女ともに第 1 次ベビーブーム世代である 60 代が最も多く、20 代以下の人口が少なくなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

（２） 人口推移                                       

平成 27 年から平成 31 年における本市全体の人口推移では、微減傾向が続いており、コーホート変

化率法による推計によれば、令和 6 年には 82,056 人となり、現在の 83,969 人から 1,913 人減少す

ると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H27～H31 年 住民基本台帳 ／ R2～R6 年 コーホート変化率法による推計値 

40,622 40,562 40,520 40,389 40,472 40,280 40,194 40,060 39,924 39,803

44,449 44,215 44,019 43,795 43,497 43,338 40,386 42,806 42,531 42,253

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6

女

男

85,071 人 84,777 人 84,539 人 84,184 人 83,969 人 

1,836
2,027
1,958
1,980

2,055
2,111

2,571
2,614

2,822
2,763

2,378
2,318

2,672
3,139

2,558
1,949

1,435
880

343
55

8

1,748
1,943
1,980

1,901
1,735
1,684

2,207
2,447
2,555

2,734
2,477
2,515

2,875
3,293

3,039
2,659

2,359
1,942

1,029
326

49

4,000 3,000 2,000 1,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳

10～14歳

20～24歳

30～34歳

40～44歳

50～54歳

60～64歳

70～74歳

80～84歳

90～94歳

100歳以上

女性

男性

83,618 人 83,280 人 82,866 人 82,455 人 82,056 人 
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（３） 地域別人口の推移                                   

平成 27 年から平成 31 年における地域別の人口推移では、特に山国・耶馬溪地域の減少幅が大きく、

三光・本耶馬渓地域も減少している中、中津地域は僅かながら増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

70,001人 69,994人 70,097人 70,055人 70,175人

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H27 H28 H29 H30 H31

【中津地域】

5,295人
5,275人

5,229人

5,175人

5,127人

5,000

5,050

5,100

5,150

5,200

5,250

5,300

5,350

H27 H28 H29 H30 H31

【三光地域】

3,046人

2,976人

2,897人

2,829人

2,752人

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

H27 H28 H29 H30 H31

【本耶馬渓地域】

4,167人

4,054人

3,922人

3,805人

3,665人

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

H27 H28 H29 H30 H31

【耶馬溪地域】
2,562人

2,478人

2,394人

2,320人

2,250人

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

H27 H28 H29 H30 H31

【山国地域】

85,071人

84,777人
84,539人

84,184人
83,969人

83,000

83,500

84,000

84,500

85,000

85,500

H27 H28 H29 H30 H31

【中津市全体 】
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（４） 地域別の児童人口の推移                                

本市の「0 歳～5 歳」、「6 歳～11 歳」の人口推移では、平成 27 年から平成 29 年まではほぼ横ばい

となっていますが、平成 30 年を境に減少傾向に転じており、特に「0 歳～5 歳」の人口が著しく減少す

ると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H27～H31 年 住民基本台帳 ／ R2～R6 年 コーホート変化率法による推計 

4,358人
4,314人
4,227人
4,081人
3,892人
3,750人
3,640人
3,500人
3,370人
3,281人

4,111人
4,165人
4,217人
4,295人

4,246人
4,244人

4,142人
4,073人

4,019人
3,901人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【中津地域】

0歳～5歳 6歳～11歳

234人
254人
260人
270人
253人
255人
246人

226人
214人
203人

285人
293人
283人
287人
307人
298人
311人

331人
341人

345人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【三光地域】

0歳～5歳 6歳～11歳

84人
80人
77人
77人
75人
75人
70人
70人
68人
67人

131人
127人

106人
89人

84人
79人

75人
69人
67人
66人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【耶馬溪地域】

0歳～5歳 6歳～11歳

92人
100人
94人
97人
91人
87人
87人
80人
75人
74人

101人
92人
98人
97人

97人
103人
103人
111人

108人
108人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【本耶馬渓地域】

0歳～5歳 6歳～11歳

57人
55人

47人
48人
44人
42人
41人
38人
36人

30人

81人
77人

76人
71人

69人
64人

56人
57人

49人
51人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【山国地域】

0歳～5歳 6歳～11歳

4,825人
4,803人
4,705人
4,573人
4,355人
4,209人
4,084人
3,914人
3,763人
3,655人

4,709人
4,754人
4,780人
4,839人

4,803人
4,788人

4,687人
4,641人

4,584人
4,471人

H27年実績

H28年実績

H29年実績

H30年実績

H31年実績

R2年見込

R3年見込

R4年見込

R5年見込

R6年見込

【中津市全体】

0歳～5歳 6歳～11歳
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（５） 地域別の出生数（0 歳人口）の推移                             

本市の出生数（0 歳人口）は、平成 28 年をピークに減少が続いており、耶馬溪・山国地域において

は、年間出生数が 10 人を割り込むと推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H27～H31 年 住民基本台帳 ／ R2～R6 年 コーホート変化率法による推計 

714人 717人
674人

638人

580人 575人 569人 561人 554人 546人

0

200

400

600

800

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【中津地域】

30人

41人

36人
34人

26人 26人 26人 26人 26人 25人

0

10

20

30

40

50

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【三光地域】

15人

18人

13人

11人

13人
12人 12人

11人 11人
10人

0

5

10

15

20

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【本耶馬渓地域】

12人

9人

14人

9人
10人 10人 10人 10人 10人

9人

0

5

10

15

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【耶馬溪地域】

8人

7人 7人

11人

5人 5人 5人 5人 5人 5人

0

2

4

6

8

10

12

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【山国地域】

779人792人
744人

703人
634人628人622人613人606人595人

0

200

400

600

800

1000

H27H28H29H30H31 R2 R3 R4 R5 R6

【中津市全体】
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（６） 合計特殊出生率の推移                                 

本市の合計特殊出生率は、現在の人口を維持するために必要な出生の水準（人口置換水準 2.07 人）に

は達していませんが、国・県の水準よりも高く、全国的に高水準の大分県内において常に上位を推移して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大分県人口動態総覧 

（７） 転入・転出・出生・死亡の推移                             

転入・転出に伴う社会動態は、社会経済情勢の影響を受けやすい面があり、年によって増減はあるもの

の、平均するとほぼ横ばいで社会増減は差異のない状況が続いています。 

出生・死亡に伴う自然動態を見ると、出生数が減少傾向にあるのに対し、死亡数はほぼ横ばいの状況の

ため、自然増減は減少幅が年々拡大しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大分県の人口推計報告（年報） 

3,188人

3,165人

3,424人

3,144人

3,157人 3,236人
3,251人

3,108人
3,271人

3,256人

3,120人
3,227人

855人 828人 810人 794人 734人 671人

1,006人 999人 1051人 989人 1,027人 1,058人

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30

転入・転出・出生・死亡の推移

転入

転出

出生

死亡

1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42
1.50

1.56 1.55 1.53 1.56 1.57 1.59
1.65 1.62 1.59

1.77 1.80
1.87 1.84 1.85

1.90 1.94 1.94 1.95
1.87

2.07

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

合計特殊出生率の推移

全国 大分県 中津市 人口置換水準
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（８） 婚姻・離婚件数の推移                                 

婚姻件数・離婚件数ともに減少傾向にあり、平均初婚年齢は、男女とも大分県平均より低く、晩婚化の

傾向にはあるものの、合計特殊出生率が高水準にあることなどから、本市は比較的、結婚・出産・子育て

がしやすい環境にあると思われます。 

なお、少子化の要因の一つとされる未婚率を男女別に見ると、女性は各年代とも減少傾向にあるのに対

し、男性は各年代とも上昇傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大分県人口動態総覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

87.3% 88.2% 85.0% 87.8%

61.7% 63.0% 61.5% 64.2%

36.3%
42.5% 42.1% 43.2%

20.5%
28.1% 32.3% 33.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H12 H17 H22 H27

未婚率の推移（男性）

20歳～24歳 25歳～29歳

30歳～34歳 35歳～39歳

81.8% 81.1% 76.9% 80.5%

50.0% 53.1% 51.4% 47.3%

22.7%
28.8% 30.7% 29.0%

11.40% 16.40% 20.50% 21.30%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H12 H17 H22 H27

未婚率の推移（女性）

20歳～24歳 25歳～29歳

30歳～34歳 35歳～39歳

440件 429件 421件 435件
395件 378件

164件 146件 157件 139件 148件 148件

100

300

500

H25 H26 H27 H28 H29 H30

婚姻・離婚数の推移

婚姻件数

離婚件数

29.6歳

29.9歳

29.6歳

30.1歳
30歳

30.2歳

30.5歳
30.3歳

30.5歳
30.2歳

29

29.5

30

30.5

31

H25 H26 H27 H28 H29

男性初婚年齢の推移

中津市 大分県平均

27.8歳

28.6歳

28.3歳 28.3歳

28.6歳

28.9歳 29.1歳 29歳
29.1歳 29.1歳

27

27.5

28

28.5

29

29.5

H25 H26 H27 H28 H29

女性初婚年齢の推移

中津市 大分県平均
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（９） 世帯数の推移                                     

本市全体で見ると、世帯数は年々増加傾向にありますが、地域別に見ると、本耶馬渓・耶馬溪・山国地

域は減少傾向にあります。ひとり親世帯の状況は、父子世帯は減少傾向にあり、母子世帯は増加傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

37,946世帯

38,197世帯

38,671世帯

39,011世帯

39,559世帯

37,000

37,500

38,000

38,500

39,000

39,500

40,000

H27 H28 H29 H30 H31

【中津市全体】

1,110世帯

1,091世帯

1,067世帯

1,054世帯
1,048世帯

1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

H27 H28 H29 H30 H31

【山国地域】

31,510世帯

31,790世帯

32,307世帯

32,680世帯

33,270世帯

30,500

31,000

31,500

32,000

32,500

33,000

33,500

H27 H28 H29 H30 H31

【中津地域】

2,170世帯

2,176世帯

2,186世帯
2,190世帯

2,195世帯

2,150

2,160

2,170

2,180

2,190

2,200

H27 H28 H29 H30 H31

【三光地域】

1,798世帯
1,782世帯

1,752世帯 1,746世帯

1,720世帯

1,650

1,700

1,750

1,800

1,850

H27 H28 H29 H30 H31

【耶馬溪地域】

1,358世帯 1,358世帯 1,359世帯

1,341世帯

1,326世帯

1,300

1,310

1,320

1,330

1,340

1,350

1,360

1,370

H27 H28 H29 H30 H31

【本耶馬渓地域】
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【ひとり親世帯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※未婚、死別または離別の親とその未婚の 20 歳未満の子のみで構成される世帯 

資料：国勢調査 

【参考：児童扶養手当受給者の推移】 

 

 

資料：子育て支援課調べ（９月末現在） 
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（10） 就業者の推移と女性の年齢階層別就業状況                        

国勢調査による本市全体の就業者推移では、男女ともほぼ横ばいの状況で、女性の年齢別就業者の推移

では、10～20 代は減少しているものの 30 代以上は増加傾向にあります。 

【就業者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性の年齢別就業者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性の年齢階層別就業状況】※平成 27 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

（11） 計画策定に向けたニーズ調査 （調査結果の概要は別冊に掲載）              

１．調査期間 

平成 31 年 1 月 28 日 ～ 2 月 12 日 

２．調査の対象 

・小学校就学前児童（0 歳～5 歳）の保護者 ・小学校就学児童（１年生～4 年生）の保護者 
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